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ゆっくりお過ごしいただけましたか   ～ くつろぎの時間 1 泊 2 日温泉交流会 ～

  今年は愛知県への登録避難者の約 3 割にあた

る 334 名のご参加を得て、文字通り「大」交流

会となりました。受け入れていただきました三

河湾リゾートリンクスのご担当者も、「これだ

け多くの団体様をお迎えしたのは初めてです」

と語られるほどの盛況ぶりでした。当方らス

タッフも全員参加し、皆様方の交流の輪に加え

させていただきました。その会話の中で、本企

画の意義を再確認させていただくことができま

した。まずは、「長い避難生活から、疲労もピー

クに達し、何かと気苦労が多い日々の中で、温

泉に浸かってゆっくり過ごすことができた」と

いうこと。また、「育児などでなかなか時間に

余裕がなく、同じ境遇の避難者ともしばらく会

えずじまいだったが、『大交流会で会おう』と

申し合わせて、久しぶりにゆっくり話ができた」

ということ。さらには、「愛知での就職も決まり、

家族のために一生懸命働いている。しかし、 1

時間の通勤時間のふとした瞬間に、『なんで俺

はここにいるんだろう』と気がめいる時がある。

でも同郷の仲間や支援していただいた人たちと

会って、愛知でも頑張ろうと再び力が湧いた」

ということ…

  東日本大震災から 3 年が経ようとしていま

す。皆様方お一人おひとりの置かれた状況や今

日に至るまでの筆舌に尽し難い過程は、当方ら

支援者側には到底理解し得ない複雑な想いでい

られることは承知しています。しかし、それで

も、お一人おひとりがそれぞれの将来を確かに

歩んでいただきたい、そのために何ができるか

を考えていきたいと思うのです。それには、ま

ずは身体と心をゆっくり休めていただくこと、

そして誰かとじっくり話をすること、一人で

ぼーっとする間が大切だと考えました。本企画

がその一助となったならば幸いです。

  今回は、地元西尾市や社会福祉協議会、観光

協会、NPO 等からの全面的なご支援を受けまし

た。心より御礼申し上げます。中でも、高校生

を含む 104 名もの方々が託児ボランティアなど

に尽力いただきました。子どもたちがお兄さん・

お姉さんと一緒に遊ぶ様や大きなバルーンアー

トを大切に持ち帰る姿を見るにつけ、子どもた

ちにとってもこの 2 日間はとても楽しいひと時

であったことがわかります。この子たち一人ひ

とりの笑顔と健やかな成長が、私たち共有の財

産です。大きくなるにつれ、今度はボランティ

ア側にまわることがあればいいと、期待が膨ら

みます。

  末筆ながら、本企画にご協力いただきました

すべての皆様に、心より御礼申し上げます。

  今回残念ながらご参加いただけなかった皆様

も、また別の企画でお会いしたいと思います。

愛知県被災者支援センターは、これからも皆様

のそばに居続けたいと思っています。

             ( 愛知県被災者支援センター

                     センター長 栗田 暢之 )



 

< くつろぎの時間 1 泊 2 日温泉交流会 >

○ ふるさとサポーターとして活動して

  今回で 3 度目の大交流会、毎年楽しみに家族

で参加させてもらい、良い思い出を毎回作らせ

てもらっています。

  今回は初めてのスタッフとしての参加で、

ちょっと緊張気味でしたが、以前主人がしてい

た仕事と全く同じようなお仕事だったのでとて

も懐かしく、そしてこの楽しさを全て捨ててき

たのだと改めて感じました。

  人と話す事は嫌いじゃないので、知った顔の

方がいらっしゃれば "○○さ〜ん "と声をかけ、

初めての方にも優しく声かけをさせていただ

き、初めてこられる方の緊張をどれだけ減らせ

たかは分かりませんが、私の中ではとても充実

した受け入れが出来たのではないかと思いまし

た。

  交流会には去年の大交流会の反省も生かせ

て、たくさんの話の輪ができていました。私は

つい初めての方と話し込んでしまい、サポー

ターとしてのお仕事ができていなかったと反省

しました。

  最後に今回の大交流会全般で思った事は、や

はり最初の受け入れの流れがとてもよく、その

効果が 1 泊 2 日続いていたと感じました。私

は受付にずっといたので、 4 階での皆さんが声

かけをして下さったのだと、感謝の気持ちで

いっぱいでした、そして愛知県被災者支援セン

ターの皆さんにはいつも大変なご準備の中この

ような会が成り立っている事、心から感謝いた

します、ありがとうございます。

           (岡本 早苗 名古屋市熱田区 在住)

○ ふるさとサポーター

         として活動して

  一泊二日の温泉交

流会にふるさとサ

ポーターとして微力

ですが、一人でも多

くの人に心からリ

ラックスして楽しく

交流して欲しいと思

いながら参加させていただきました。

  私と一緒にふるさとサポーターとして準備を

してくれたのは、震災後に出合い、共に様々な

思いを共有しながら歩んできた人達です。

  未曾有の出来事の中で私達親子は戸惑い・悩

みながらここまで来ましたが、同じ立場の人達

との出合いは私達にとってかけがえのないもの

となりました。

  「分かるよ…」と寄り添い、同じ立場の私達に

できることをこれからもしていけたらと思って

います。

  前に進む為のことを考えながら、心をオープ

ンにして語り合うことができたでしょうか…  

そんなお手伝いができていたら嬉しいです。

  愛知県被災者支援センターの方々・ボランテｲ

ア・その他大勢の方々の支援や協力で、私自身

も楽しませていただきました。本当に感謝です。

ありがとうございました。

                   ( 根本 美佳 豊川市 在住 )

○ ふるさとサポーターとして活動して

  矢のごとく。楽しく。慌ただしく。惜しむよ

うに過ぎて行きました。三河湾リゾートリンク

ス 2 月 1 日〜 2 日一泊二日温泉大交流会は 113

世帯。334 名の参加者と託児ボランティア、相

談窓口専門家、主催スタッフ含め約 150 名と経

験したことのない盛大な交流会だったのだと思

い返しているところです。

  わたしは打ち合わせや事前準備から参加させ
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ていただく機会を得ました。昨年の 12 月から

の打ち合わせで知ることになった「縁の下の力

持ち」 。愛知県被災者支援センター、愛知県、

西尾市、西尾市社会福祉協議会、西尾市観光協

会、やらまいか人まちサポート、南医療生協病

院、迎え入れてくださった三河湾リゾートリン

クス。当日子どもたちと遊んでくださった、名

古屋 YMCA、高校生のみなさんもいらっしゃった

こと。書ききれなくて申し訳ないのですが全て

の皆様に思いを巡らせて改めて今、心から感謝

しております。

  わたしたち避難者スタッフ数名は、「ふるさ

とサポーター」として赤いバンダナをして受け

付けの周辺で、スタッフの皆様と共に受け付け

でお出迎えをさせていただいておりました。

  東日本大震災を機に愛知県へ避難してきた私

たちには、抱えた戸惑いと悩みは震災から 3 年

を迎える今、意図しない所で多岐にわたりはじ

めています。日々の生活は待ったなしで、子ど

もを持つ家庭であれば、日常は子ども優先に

日々はめまぐるしく、日々背中を追われるよう

に過ぎていっているのではないかと思います。

子育て世代ではなくとも、老若男女心のおきど

ころはどこにあるのだろう。

  少しずつ何かを背負って前に進むしかない現

実は夢でも幻でもない、いつもいつも、この一

瞬。まさしく今なんだと思います。ふるさとサ

ポーターとしては、自分自身に何ができたのか

わかりませんが、今後もこういう横のつながり

は大事にしたいと思いました。

  温泉へおいでになったみなさんは、さまざま

持った思いを何で癒しましたか ? いち参加者と

して、今回とてもうれしかったのは子ども同士

の交流で、楽しそうにしている子どもの姿でし

た。転校を余儀なくされてから、人前には出た

がらないわが子たちが震災から 3 年目を迎える

今、少し変化を感じ取れたことです。願わくば

今はしまっている思いを語り合う日が来ますよ

うに。

         ( 鈴村 ユカリ 名古屋市天白区 在住 )

< くつろぎの時間 1 泊 2 日温泉交流会 >



  4

< くつろぎの時間 1 泊 2 日温泉交流会 >

○ わいわい・がやがや交流・相談タイム

                                いかがでしたか ?!

  今回の相談会は昨年 8 月 ( 春日井 )の「パパ・

ママ・キッズ☆ゲンキ・すまいる」企画での子

ども健康相談会以後、 2 回目の相談会となりま

す。

  一口に健康相談と言っても、一人ひとりの抱

えている問題は多義にわたり、現在や、これか

らの生活全般にわたる問題であるということ

が、昨年の企画から学んだ教訓です。それで今

回は、放射線や食生活を含む保健医療、子育て

や家族のくらしや仕事への不安、損害賠償、人

権などの幅広い問題に対応する専門家 17 名の

方に参加していただきました。相談会の方法は、

個別相談と専門家集団が複数で対応しワイワイ

がやがやのテーブルを設けて一緒に悩みを共有

し話し合うという 2 つの形式です。相談者の方

は 30 名でした。

  避難者でつくる「ふるさとサポーター」に会

場で誘われて相談会に参加された方は、「だれ

に、どこで相談したらいいかわからなかったが、

今回話ができて良かった」とのこと。一人ひと

りの悩みを解決する糸口が少しでもみつかれば

…  とこれからも避難者の方と一緒に相談会を

続けていきたいです。お疲れ様でした。

       ( わいわい・がやがや交流・相談タイム

                          担当  仲田 法子 )

○ 温泉交流会の相談会に参加して

  名古屋に住んでいる私も、吉良吉田そして今

回の会場は初めてでしたが、その眺望のよさに

まず感動。オープニングのあと、相談コーナー

で放射線担当の澤田先生の所で相談している方

の話をいっしょにうかがい、このあと医療の個

別の相談の方が 2 人ありお話をうかがいまし

た。

  共通の心配は甲状腺のことでしたが、私は外

科で甲状腺の知識もあり、知っている限りで対

応させていただきました。全体の会場に入った

ときも思いましたが、小さいお子さん連れの若

い方が多く、大変な思いをして避難されてきた

ことがよくわかりました。子どもさんの甲状腺

はこれからどうなっていくか、ということが大

きな問題と思います。もし甲状腺癌の発症が増

えてくるようなら、広島長崎の経験から、チェ

ルノブイリの経験から、大人の方も含めて他の

様々な疾患が増えてくる可能性があります。内

部被爆の影響については、この先何十年とみて

いく必要があると思いますが、そのための健康

チェック体制はないのが現状と思います。

  今回、わずかな人とお話しできただけでした

が、皆さんの心配は共通していると思います。

今後も皆さんの心に寄り添って行動していきた

いと思います。

     ( 総合病院南生協病院 外科医師 矢吹 賢 )
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< くつろぎの時間 1 泊 2 日温泉交流会 >

○  医療という立場で

 医療という立場で相談会に参加させていただき

ました。

  一時間半という短い時間で、臨床心理士の方々

と一緒に 3 組の方の話を聞かせていただきまし

た。身体症状の話から始まり、ストレスや恐怖と

いう負荷のかかった心の問題を切々と話されまし

た。愛知県に避難され日常の生活を維持しながら、

震災による心身の問題を誰にも相談できずにいる

こと、被災地から避難してきたことを知られたく

ないと気丈に生活していることなどを知ることが

できました。

  ただ聴くことしかできませんでしたが、話をし

てくださった方は臨床心理士の存在に喜ばれ「話

せて良かった」という表情でした。

  被災された方たちの心が癒されるというより

は、時間がますます抱えているものを増強させる

のではないかと思え、あらためて、今何ができる

のか、少しでもお役にたてることがあるだろうか

と考えさせられる時間でした。

    ( 総合病院南生協病院 看護師 星原 美保子 )

○  温泉大交流会に参加して ‐愛知県臨床心理士会‐

   2 月 1 日に行われた温泉大交流会に、愛知県

臨床心理士会から 3 名で参加させていただきま

した。相談コーナーにて、「健康・暮らし」(看護師、

食品検査の専門家と同席 )、「健康・放射能」(医

師・放射能の専門家と同席 )、「子ども・家庭」(個

別相談 )に分かれて、 3 名でのべ 7 名の方のお話

をうかがいました。地震・津波被害を受けられた

方、原発事故から避難してこられた方など、背景

はさまざまでしたが、大変な状況の中、慣れない

環境のもとで、みなさんがそれぞれ頑張ってこら

れたことがよくわかりました。

  震災から 3 年近くが過ぎたこの時期になって、

体調やお子さんのことなどに心配が出てきたとい

う方もいらっしゃいました。その背景として、さ

まざまな不安やストレスが関わっているように見

受けられました。時間が経っているのに、フラッ

シュバックや症状が出ることへのとまどいも語ら

れました。しかし、生活の基盤ができて落ち着い

てきたからこそ、そのような心の反応が出せるよ

うになったと考えられます。安心して話せる場が

あり、そういったことがわかるだけでも、落ち着

いていただけると感じました。心配なことを家族

や周囲の人に話して支えあうことが大事ですが、

専門家に相談できる機会も、これからもまだまだ

必要だと思いました。

      ( 愛知県臨床心理士会 坪井・中村・永田 )
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○ “託児ボランティア”をコーディネートして

  「ワッハッハ」「キャッキャッキャ」子どもたち

の楽しそうな笑い声、「ワイワイ・ガヤガヤ」子

どもたちが楽しそうに走り回る姿、ほっと一安心

できた瞬間でした。

  平成 26 年 2 月 1 日・ 2 日に行われた「くつろ

ぎの時間、 1 泊 2 日温泉交流会」の開催地、西尾

市で特定非営利活動法人の活動をしている私は、

託児ボランティアのお手伝いをさせていただくこ

とになりました。この交流会の参加者予定数をお

聞きした時に 100 世帯 300 名（子どもが 70 名程

度）ということでしたが、その後に 150 世帯 

400 名（子どもさんが 100 名程度）だという事で、

これは大変だと直感しました。 1 番目に子どもの

安全確保、 2 番目に 4 時間の託児活動の間に子ど

もが飽きることなくどの様に過ごすか、 3 番目に

屋内での遊び場について、 4 番目に交流会場と託

児場所の配置と導線などについてでした。

  子ども 2 名に対して最低でも 1 名の専属のボ

ランティアをマッチングすることや屋内・屋外で

子どもが自由に選択できる遊びの種類を確保する

ために大勢のボランティアが必要だと思い、以前

より交流のあった西尾東高校の生徒や紙芝居、バ

ルーンアート、図画工作、読み聞かせ、プラレー

ルなどで子どもの相手ができるボランティアグ

ループなどへ協力の声かけを行いました。

  今回の交流会の趣旨に賛同をいただき、高校か

ら 51 名、西尾市内の 7グループ、個人参加 5 名

の総勢 104 名のボランティアの確保にたどりつ

く事ができました。これで子どもたちの安全確保

と遊びの提供はなんとか目途ができましたが、屋

内の遊び場と導線についての課題は残ったままで

した。当初予定していた屋内の遊び場は交流会場

と隣接していますがキャパが狭く、混雑するだけ

ではなく、対応も不十分になる事が目に見えてい

ました。

  そこへ救いの声がホテルの担当者からありまし

た。改装準備で使用していない別棟の施設の提供

でした。そこは仕切りもなく十分な広さが確保で

きる空間であり、それに加えてすぐ下のビーチに

も近く申し分のない場所でした。これでイメージ

していた環境を整える事ができ交流会当日を迎え

られました。

  これらの課題をクリアできたのも参加していた

だいたボランティアのみなさんや三河湾リゾート

リンクスのスタッフのご協力があってのことと感

謝しています。

  私たちの暮らす西尾市もいつ災害が起きるかも

しれません。今回参加していただいたボランティ

アのみなさんも日々のボランティア活動が、仮に

災害が発生した時にもみなさんのスキルや活動が

必要とされます。今回の経験がいかされ避難所や

仮設住宅などでもご活躍していただける事を期待

しています。

  最後になりましたが、今回の交流会に参加され

た方は勿論、ご都合で参加できなかった方も再び

西尾市においでいただく事をお待ちしています。

 ( 特定非営利活動法人 やらまいか人まちサポート 

                            理事長 牧野 明広 )

< くつろぎの時間 1 泊 2 日温泉交流会 >
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○ “託児ボランティア”を通して思うこと

  託児ボランティア活動が始まったのは、震災

直後の緊急支援が一段落した後、地元で何か支

援ができないかと私たちが募金活動を毎月 11 日

に実施していた頃、愛知県被災者支援センター

から、「今度イベントをするので、子どもを預かっ

て大人がゆっくりと相談や交流ができるように

したい。YMCA には普段からボランティアリー

ダーがいて、子どもを対象に活動しているので

ぜひ手伝ってほしい」という依頼を受けたこと

からでした。

  被災地には行けないが何かボランティアをし

たいという大学生や高校生の声を聞いていたの

で、双方のニーズに合致し、YMCA の得意分野で

もあることから、この“託児ボランティア”は

始まりました。

  以来、年に 5〜 6 回のお手伝いですが、子ど

もとボランティアもお互い顔なじみにもなり、

再会を楽しみにしてくれる子どもも増えました。

  この託児ボランティアもそうですが、普段の

YMCA 活動からも思うのは、やはり若者と子ども

は相性がいいということです。学齢期の子ども

たちにとって高校生や大学生は良きお兄さんお

姉さんであると同時に、高学年になるほどリー

ダーを一つのお手本、ロールモデルとして見る

ので、自分もこういう活動をしてみたいとか、

あんな人になりたいとか感じるようです。青年

たちにとっても、ついこの間まで自分も子ども

だったので、子どもの欲求や気持ちがわかるで

しょうし、すぐに同じレベルになって遊べるの

で、子どもたちも本気で遊ぶことができるのだ

と思います。

  今回吉良町での一泊交流会では、地元西尾東

高校の生徒が、ボランティアとして約 50 名参加

されました。若い人たちに、地元でも震災支援

としてできることがあることを知ってもらう良

い機会だったと思いますし、子どもと楽しく過

ごすのもなかなか大変なことだということも体

験してもらえたことと思います。

  これを機会に、若い人たちがもっともっとボ

ランティア活動に参加してもらえることを期待

しています。

     ( 公益財団法人 名古屋 YMCA

       ボランティアセンター 所長 坂本 清則 )

　

< くつろぎの時間 1 泊 2 日温泉交流会 >



 

< くつろぎの時間 1 泊 2 日温泉交流会 >

◎初めての参加 (17 件 )…同じ体験をした人や同

じような考えの人と意見を交わせた、という初

参加の方々の、同様な感想が他にもありました。

今まで同じ体験をした方と話したことがなかっ

たので、とてもリラックスでき、もっと早く参

加すればよかった　／　今回初めて交流会に参

加させてもらい、たくさんの方々とお話しでき

た。放射能、原発に対する情報を交換すること

もできて、お互いにはげまし合うことで元気を

頂いた　／　最初は母子避難で、父親代わりに

なんでも頑張ってきて、こんなにくつろげた時

間を初めて過ごせた

◎交流会に満足 (58 件 )…話せたことが元気に

つながった、というご意見が多くありました。

同郷出身の方と 4 人も知り合えた　／　心あた

たまり疲れがとれた。笑顔になっている自分に

気づき嬉しくなった　／　田舎を知る人たちと

共通の話題で話せることが良かった　／　とて

もリフレッシュできて、また明日から頑張れる

　／　まだまだ終わりの見えない避難生活、お

互いに心を通わせて支えあっていきたい　／　

こうやって愛知県の人の優しさに触れたこと

で、一人で悩まなくてもいいんだと感じる事が

できた　／　愛知県内にこんなに避難している

人がいると思うと、とても心強い !!　／　今回

はとくに避難元が同じ方々とゆっくりとお話が

できて、とても充実した時間を過ごすことがで

きた　／　近くのテーブルからふるさとの言葉

が聞こえてくるだけでも、私たちにとっては交

流　／　家が近所だったのに今回はじめて知っ

て、電話番号を交換しあったりで、楽しく過ご

す事ができた　／　同郷の方と色々とお話がで

きて、普段中々話せない内容〈原発の事等〉の

話ができて、スッキリした。参加して良かった

　／　これまで同じ地域の家族と交流する縁が

少なかったが、今回地元や近辺の家族と再会も

かねて 2年ぶりにお話しできた。原発避難者は、

社会とは違う、そこだけの特殊なしくみにより、

同じ悩みを抱き、世間への後ろめたさ、世間体を

意識、気疲れをしている部分が共通して、本音で

話せた　／　被災者の状況をふまえ、今回の原発

事故を、原発･放射性物質に対する考え方を国民

全体で検証し、どのような国にするのか、支援を

していただいている方々にも考えていただきたい

　／　今一番不安な放射能のことを皆に話した。

知らず知らずにストレスがたまっていたのかなぁ

　／　被災者ならではの声を世の中に発信してい

く事が、被災者の勤めではないだろうか　

◎ホテル･宿泊に満足（食事・部屋・風呂）(45 件 )

…ホテルでの 1 泊交流会はゆっくりできて、ま

た食事等もよかったと大変好評でした。

ホテルの居心地、景色素晴らしく、避難の方た

ちと充実した時間が過ごせ、明日からまた頑張

れる　／　足をのばして入る大浴場のお風呂…

気持ち良かった〜！足をのばしてねられるベッ

ド…気持ち良かった〜！なつかしい福島のフラ

ガールを、ショーを見て思い出した。心あたた

まり疲れがとれた。笑顔になっている自分に気

づき、嬉しくなった　／　色々な問題は沢山あ

るけれど、今夜ばかりはこの素敵なホテルで英

気を養い、明日からの活力にしたい。今は生き

ていて良かったと心から思う

◎託児に満足 (23 件 )…託児のおかげで、安心

して交流ができた、と大変喜ばれました。

子どもたちを見ていて頂き、ゆっくりすることが

できた。／　託児が充実しているので、充分大人

同士の話ができた　／　我が家は 2 歳、 0 歳（ 

7 ヶ月）の子どもがいる為、あまり出かけること

を控えていたが、今回は託児があり大変助かり、

同じ子連れの方たちも多く、安心して参加できた

　／　交流会の時には、息子を夜の遅い時間まで

預かって頂き、大変感謝　／　なによりも、子ど

もたちが新しい友達が作れたよと、楽しい笑顔で
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< くつろぎの時間 1 泊 2 日温泉交流会 >

話してくれたことがよかった　／　子どもたちは

大変楽しい時間をすごす事が出来た。子どもが笑

顔で過ごす事が、何よりもうれしい

◎次回も参加希望 (27 件 )…大交流会の継続は

多くの方が希望されています。

 1 年でたった一回の大交流会は、私達にとって

とても大切な交流会になり、毎回新しい仲間や

以前からの仲間との交流を深めるものとなって

いる。どうか毎年続いていける事を、心からお

願いしたい

◎相談会･その他…前向きに生きていきたい、と

いう声が多数発せられています。

親身になって相談にのっていただき、ずっと抱

えていた不安が少し楽になれた　／　震災から 

3 年、現状は全く改善しておらずまだまだ厳しい

が、前向きに考えられる機会となった　／　い

つまでも "被災者 "とばかりは言っていられな

いが、皆さんの支えを力に、少しずつ前に進ん

で行かなければいけないと思っている　／　同

じ境遇の方々が身近な所にこんなにいらっしゃ

ると思うと、これからの生活にも力が湧いてく

る　／　 3 年の月日が流れようとする中、色々

な思いで生活をしてきたが、こちらの生活にも

徐々に慣れようとしている時間の中で、震災と

向き合える時間になった  ／　何か機会があっ

たら、私もぜひボランティアに参加してみたい
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☆今回は、多くの人が「交流しよう、交流したい」という想いをもっているように感じました。 3 年経っ

て、少しずつ心の余裕ができてきたり、自分の苦しみと同じように、他人の苦しみが理解できる人が増

えてきたのかなと思います。私たち自身をそうならいいなあと思いました。ただ、お酒が入ると、本音

がポロリ…で、それによって傷つく人もいたようです。なかなか根も深く、難しい問題はいつまでも続

くのだと思います（後略）。（K）

☆「ふるさとサポーター」として、積極的に初めて参加する方と交流することができたのが、一番嬉しかっ

たことです。初めて参加する方は、やはり自分が参加してもいいものかと悩まれている方が多いのが印

象的でした。でも、「もっと早く参加すればよかった！」という声を聞けると、「一歩踏み出せたからも

う大丈夫！」と、こちらも嬉しかったです。（中略）夜の女子会も、本当に楽しかった。震災がなけれ

ば決して出会う事のなかった人たちと、笑いがあり、時に真剣に本音をぶつけ合うことの出来る関係を

築けていることに、不思議な感情が湧いてきます。起きてしまったことを嘆くのではなく、事実から学び、

気づき、そして前進していく強さを、自分もみなさんから与えてもらっていることに、感謝の気持ちで

いっぱいです。（後略）（S）

☆「ふるさとサポーター」を少しお手伝いさせて頂きました。気にしていろんな人に声をかけてみると、

「交流会は初めてだし、知り合いもいないので、どうしたらいいですかね？」という方もちらほらいら

して、少しお話したり、同郷の輪に入ってみたりとすることが、とても意味があったなぁと実感しました。

そういえば、私も交流会で知り合いがいない時、スタッフの方が同じ地方の人を紹介してくださったお

かげで、今の私のネットワークがあります。心にたまっていたものも話すことで出せたら、心身ともに

リフレッシュ、いいことですよね。今回、これで交流できた人がいればいいなぁ。（後略）（N）

◎「ふるさとサポーター」の方のアンケートから
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   1 月 19 日に行われた「お茶っこサロンなご

や」に子どもと参加してきました。今回の会場

は南区笠寺駅の近くにある、日本ガイシスポー

ツプラザでした。

  とても寒い中、ボランティアの方が駐車場の

近くで「お茶っこサロンなごや」の案内板を持っ

て立って下さっていました。プールやスケート

場もある大きな施設で、案内がないと入り口に

も困るくらいなので、とても助かりました。

会場の和室近くで、大きなひまわりのゆるキャ

ラ「MIOO( ミオー )」が、ニコニコ笑顔で迎え

てくれ、子ども達は大喜びで抱きついて離れま

せんでした。

会場に入ると、久々にお会いする Iさんご夫婦

も参加していて、一緒にお話できてとても嬉し

かったです。

  始めに、南区の名所旧跡のお話があり、笠寺

観音、昔から伝わる「猩々 (しょうじょう )」

という伝説の生き物 ? の紹介があり、保存会の

皆さんによる「猩々」も登場。部屋の天井に届

きそうな大きな「猩々」を見て、子ども達は逃

げ回りました。「猩々」の持つ、大きな手のよ

うな棒でおしりを叩かれると病気にならないと

聞き、大人は子ども達を行かせようとしますが、

泣いて嫌がる子も…

  そんな「猩々」はつくるのにとても手間がか

かるため、後継者が少なくなり存続が危ぶまれ

ているそうです。古くからの人々の思いがつ

まった「猩々」を、ぜひ若い人達で引き継いで

欲しいなと感じました。それと同時に、自分の

地元に伝わるものにも興味がわきました。子ど

もと一緒に調べてみようと思っています。

  その後は南区の有名な和菓子屋の花びら餅を

いただき、節分用に「鬼のお面つくり」をしま

した。最後に「鬼のお面コンテスト」もあり、

子ども達は恥ずがったり、喜んだり…  皆がゆ

るキャラ「MIIO」のように笑顔いっぱいで楽し

んでいました。

  今回もたくさんのボランティアの方々がサ

ポートして下さいました。私はほぼ毎回参加し

ていますが、毎回お顔をみる方もいて、頭が下

がる思いと、感謝の気持ちでいっぱいです。

  私も、いただいたサポートを、自分のできる

ことで、お返ししていきたいなと感じています。

そして、子どもにも、その思いを伝えていこう

と思います。

           ( 山本 由香 名古屋市中川区 在住 )

※今後の「お茶っこサロンなごや」のお知らせ※

   ☆ 3 月 30 日 ( 日 )10:00〜14:00 

          千種区 東山動植物園

  名古屋市に避難されている方であれば、どなたでも参

加できます。母子だけでなく、ご夫婦、父子での参加も

あります。ほぼ毎回初参加の方もいますので、お気軽に

ご参加下さい。

『第 18 回お茶っこサロンなごや @ 南区』に参加して
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   1 月 20 日、娘が通園する幼稚園にて「防災

について考える会」と称して避難者と保護者の

お話会を開催しました。私が役員を務めており、

兼ねてから自主避難者であること・原発事故や

食の安全についてなどを話しており、これを

PTA 主催のイベントとして何かできないかと役

員会で相談したところ、避難者の生の声が聴き

たいという事になり、講演会では堅苦しいので

お茶とお菓子を囲むお話会としました。

  当日は宮城県亘理郡・福島県富岡町・福島県

郡山市・埼玉県さいたま市・千葉県松戸市の 5

名の避難者の方にお越しいただき、保護者の参

加者は 25 名ほど (役員含む )でした。

  まずはお一人ずつ皆さんの前で当日の状況と

避難の経緯をお話いただきました。思い出して

涙を流される方もおり、またそれを聞いて涙を

流される保護者あり…  その後避難者お一人と

参加者 5 名前後のグループに分かれおしゃべり

タイム。どのテーブルも皆さん真剣に質問や相

談で盛り上がり予定時間を大幅にオーバーする

事となりました。その会の中だけで終わらせて

しまうのはもったいない !という事で議事録も

作成しました。保護者向け図書コーナーに置か

せていただき興味ある方にお渡しする予定で

す。

  生の声を聞くことでリアルに震災を体感し、

ご家族で防災について話し合ったり、被災地・

被災者に想いを馳せる機会になっていたらいい

なあと思います。

  すでに参加者の感想からは「家に帰ってすぐ

防災リュックを点検した」「食糧・おむつのストッ

クを用意した」「ニュースで見ていたけどどこか

他人事だった。初めて防災に備えようと思えた」

など嬉しい言葉が返ってきています。

  正直、自画自賛ですが大成功かなと思ってい

ます。こんなにしっかり想いが伝わる事、そん

な人たちと同じ幼稚園で過ごせることをとても

有難く思いました。

  みなさんもよかったら幼稚園・小学校などで

開催してみてはどうでしょうか。思わぬところ

で仲間が広がることもあるかと思います。

  今回も「実は当時関東にいて…」という人や「実

家が東北で、当時何も出来ず辛かった」など、

普段は話せないこともたくさん話すことが出来

ました。

  今後は避難者同士だけでなく地元の人たちと

も食の安全子どもの健康などを考えていけたら

さらに素晴らしいなと考えています。

最後に、今回ご協力いただいたゲストの皆様お

よび愛知県被災者支援センターには深く感謝い

たします。

         ( 増田 奈緒子 名古屋市名東区 在住 )

「防災について考える会」を幼稚園 PTA にて開催しました

支援センターからのお知らせ

  愛知県被災者支援センター では、朝日新聞 (当日朝夕刊 )、中日新聞 (当日朝夕刊 )、東京新聞 (前

日朝夕刊 )、岩手日報 (数日前朝刊 )、河北新報 (数日前朝刊 )、福島民報 (数日前朝刊 )、福島民友 (数

日前朝刊 )をお読みいただくことができます。

  原則、支援センターの下記の開館日時であれば閲覧可能ですが、会議や作業などでご遠慮いただ

く場合もありますので、お越しいただく前にご連絡いただけるとありがたいです。

愛知県被災者支援センター
名古屋市中区三の丸 3 丁目 2 番 1 号
　               愛知県東大手庁舎 1 階
利用時間  月～金 10:00 ～ 17:00 
          ( 土・日・祝・12/29 - 1/3 休 )
TEL : 052-954-6722   FAX : 052-954-6993

・地下鉄名城線「市役所」駅（ 2 番出口）から徒歩 3 分
・名鉄瀬戸線「東大手」駅から徒歩 3 分
・基幹バス「市役所」停留所から徒歩 5 分
・とよやまタウンバス「県庁前」停留所から徒歩 5 分
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  2014 年 1 月に県内 3 箇所で「外国人のための

防災教室」を（公財）愛知県国際交流協会と岡崎

市、（公財）豊橋市国際交流協会、犬山市との共

催で開催しました。 3 日間とも、愛知県被災者支

援センターよりご紹介いただいた外国人の方に東

日本大震災の体験談をお話していただきました。

  18 日の岡崎市図書館交流プラザ "りぶら "で

行われた教室で話をされたのはフィリピン国籍の

ナバルロ・ロベルトさんです。ロベルトさんは福

島県で被災され、地震の被害だけでなく原発の不

安にもさらされたことなど、詳細に語っていただ

きました。

  当時、お風呂に溜めてあった水を使ってしのい

だことから、現在は常に水と、非常食としてお菓

子などを保管しているというお話はとても参考に

なりました。今回の防災教室をきっかけに、りぶ

ら館内で行われている日本語教室を知ったこと

や、参加されていたフィリピンの方と知り合いに

なれたことを喜んでいらっしゃいました。

  25 日の豊橋市民センターでは、韓国籍のオム･

ミソンさんに、被災者支援センターの瀧川さんが、

インタビューするという形式でお話を伺いまし

た。

  小学生から「地震が起きたとき、家に一人でい

たらどうしたらいいか」という質問に、「あまり

怖がらないで、トイレにはあまり落ちてくるもの

はないからそこに避難して」など、恐怖心を煽ら

ないように、時には笑いも交えながら話されてい

ました。大変な体験をしたけれど、明るく、前向

きに生きていきたいと話す姿が印象的でした。

  最後の教室は犬山市観光センター "フロイデ "

で行われました。この日、語っていただいたのは

キラトン夫妻です。夫のロデルさんはフィリピン

国籍、妻の由起さんは日本人です。当時、ロデル

さんは来日したばかりで石巻市で被災され、津波

が迫る様子や、家族の安否が分からず不安な時間

を過ごしたこと、由起さんは介護施設で働いてい

る最中に津波に襲われ、利用者を助ける中で夫の

ことを思っていたことなど、緊迫した状況を話し

てくださいました。

  日本語が十分に分からない状況で情報も入りに

くく、どれだけ不安な日々を過ごしただろうとい

うことが伝わって来るそれぞれのお話に、参加し

た方たちも真剣に耳を傾けていました。

  災害に備える様々な工夫をお聞きできただけで

なく、つらく悲しい経験を乗り越えて、新しい土

地で生きていくその姿には大変勇気付けられたの

ではないかと思います。

          ( 公益財団法人 愛知県国際交流協会 )

「外国人のための防災教室」

ナバルロ・ロベルトさん

オム･ミソンさん と 瀧川さん

キラトン夫妻
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< 寄稿 >

  あの日 ( 3.11) から、もう 3 年が経とうと

しております。あの日まで、少なからず幸せと

思って暮らしていたのに、悪夢の様な出来事で

180 度人生が変わってしまいました。受け入れ

難い現実に、呆然とするだけで、何も考えられ

ず鬱々とした日々を過ごし、生きていく気力さ

えも消失して、パソコンを開いては自殺のス

ポットばかりを探しておりました。

  そんな時、息子の嫁の父親が、「お母さん (私

の事 )蒲郡ではね、65 歳になると無料でスマー

トフォンを貸してくれるよ。お母さんなら十分

その資格あるので申し込んでみたら」(当時は

私は 74 歳でしたから、十分すぎるくらいの年

齢 )、と言ってくれましたが、その時はただ何

となく聞き流しておりました。また数ヶ月が

経ったころに、「お母さん電話しましたか ?」と

尋ねられて、 「忘れていました」、と返事しまし

たところ、「もう少しで締切りになるので早く

電話をしてみたら」と、電話番号が書いてある

メモを渡してくれました。思い切って電話をし

て、数日後 "iPhone" を手にしました。見るの

も触るのも生まれて初めてでしたから、さあい

ざ使ってみようとしましたが、操作方法がわか

りません、そんな時インストラクターの方が無

料で使い方を教えてくれる教室があるというの

で、毎週金曜日の午後に "iPhone" 教室に通い

ました。そうしたらとても面白くてすぐ夢中な

りました。

  そして昨年の 2 月被災者温泉交流会 (蒲郡で

の開催 )に参加して、お国訛りに接し涙が溢れ

ました。孤独な魂は私だけではないと言う思い

を感じ、夜遅くまで話し合いました。自己紹介

で私は岩手県の盛岡市、そこではパッチワーク

の教室を開き教えていた事、盛岡の芸術祭にパッ

チワークを出展 3 回の受賞をした事などを話ま

した。

  その事がきっかけで、名古屋市総務局から電

話がありました。「被災者の方のための教室を企

画しているのでボランティアで講師をしてほし

い」、との依頼でした。「私でよかったら是非」

と承諾しました。名古屋市の鶴舞通いが始まり、

水を得た魚のように元気を取り戻しました。愛

知県に来てやっと、自分のライフワークとして

いたパッチワークに、また携わる事が出来る喜

びを感じ始めております。

  iPhone との出会い、パッチワークが出来る喜

び、愛知県被災者支援センターの方たちの支え。

何よりも地域の皆さんの支えには、心から感謝

しております。もしかして人生のゴールが目前

かもしれませんが、生かされた命を大切にし、

自分の "いきがい "に向かって皆さんのお役に

立てるように、支援センターからの自立をめざ

して、頑張りすぎずに行こうと思います。

  そして、 私のいきがいとなる iPhone 教室の

先生、教室の仲間、支援センターの多くの方々に、

心からの感謝をしたいと思います。これからも

良い作品を制作し、多くの方の勇気になれるよ

うに、一歩ずつ歩んで御恩をお返ししたいと思

います。

                   ( 似内 成子 蒲郡市 在住 )

いきがい
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  私たち名工大ボランティア部は、毎月 2 回名

古屋工業大学 ( 名古屋市昭和区御器所町 ) に

て、小学生以上高校生以下の学生を対象に個別

学習塾形式の『寺子屋 NIT』という勉強会を無

償で開いています。

☆ 寺子屋 NIT の背景

  私たち名工大ボランティア部は、生まれて初

めて身近に起きた歴史的大震災である、東北地

方太平洋沖地震に衝撃を受け、その後すぐに、

震災関連のボランティア活動を通して、被災者

の方々の支援がしたいと思い、設立しました。

  しかし、名古屋工業大学は理系の大学であり、

ボランティア部に集った学生は、実験、研究な

ど忙しく、長期休暇を除いて、現地まで行き支

援することは難しい状況でした。

  そのとき、東北地方太平洋沖地震後、子ども

と一緒に愛知県に避難した家族は、新しい環境

に慣れるのに忙しく、子どもは前の学校との学

習カリキュラムの違いに戸惑っている子が多い

と聞き、「学習支援ならば現地ではなく愛知で、

かつ直接支援することができる !」と考えて寺

子屋 NIT を立ち上げました。

  寺子屋 NIT の業務は、主に次の 3 点です。

( 1) 小、中、高の学生の勉強のお手伝い

( 2) 学校環境の相談

( 3) 受験制度の進路相談

  子ども達にとって、学校は生活の基盤の一つ

になります。しかし、新しい学校での学校環境、

学習状況の違いは、その基盤にとても大きな不

安を与えます。そんな不安も抱えながら、家庭

の環境も新しくなり、親に不安を打ち明ける機

会も減ってしまうでしょう。私もそうだったの

ですが、不得意な教科の先生ほど高圧的に感じ

てしまい、また出来ない部分を親にあまり見せ

たくはありませんでした。

  だからこそ、同じ学生の身分である私たちが、

子ども達とフランクに話し合い学校環境の不安

を解消し、勉強のコツを教えることで、子ども

達の不安を自信に変えることが寺子屋 NIT の目

的になります。

☆ 寺子屋 NIT の現状

  寺子屋 NIT は、月に 2 回、土曜日に行ってお

り、日程は約一カ月前に決定します。時間は事

前のご連絡に合わせて開催します。勉強に使う

教材は、生徒自身に持ってきてもらい、それを

中心に勉強を教えます。初めての参加する生徒

には、親と一緒に来てもらい、寺子屋の雰囲気

を見てもらいながら、勉強や受験面に関する相

談を受けます。以降生徒が慣れ次第、一人参加

してもらう流れになっています。

  現在の主な生徒は、小学生 1 人、中学生 2 人、

高校生 1 人と少ないながらも、定期的に参加頂

いています。中高生は、慣れたこともあり、お

一人で電車を使って参加頂いています。前回勉

強した記録を取っておりますので、勉強担当と

なる先生が変わったとしても、支障なく学習の

お手伝いが出来るようになっております。また、

参加される生徒の輪が広がるように、「東日本大

震災被災者支援ボランティアセンターなごや」

が開催している『お茶っこサロンなごや』など

の他の団体の活動を手伝いながら、宣伝もして

おります。

問合せ・申込先 : 名工大ボランティア部

TEL : 090-9896-1290 ( 坂川 泰章 )

E-mail : nit.vpr@gmail.com

     ( 名古屋工業大学 機械工学科 坂川 泰章 )

名工大 寺子屋 NIT 報告書


